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養
食
事
指
導
で
も
診
療
報
酬
が
算
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
外
来

栄
養
食
事
指
導
料
２
は
ほ
か
の
医
療
機

関
お
よ
び
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
指
導
で
も
算
定

が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
来
栄
養

食
事
指
導
料
１
・
２
を
算
定
す
る
診
療

所
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

診
療
所
に
管
理
栄
養
士
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
抱
え
る
患
者
の
食
生
活

改
善
や
診
療
報
酬
算
定
に
よ
る
経
営
の

安
定
化
な
ど
に
期
待
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
を
背
景
に
同
会
の
活
動
も

年
々
活
発
化
。
診
療
所
が
管
理
栄
養
士

を
雇
用
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
３
つ

の
メ
リ
ッ
ト
を
管
理
栄
養
士
と
の
連
携

が
未
経
験
な
施
設
に
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
次
の

も
の
だ
。

︵
１
︶ 生
活
習
慣
病
や
フ
レ
イ
ル
な
ど
の

進
行
抑
制
と
治
療
効
果
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。

︵
２
︶ 診
療
時
間
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

患
者
の
本
音
や
悩
み
、
治
療
に
つ

な
が
る
ヒ
ン
ト
を
医
師
に
代
わ
っ

て
管
理
栄
養
士
が
見
つ
け
て
く
れ

る
。

︵
３
︶ 対
面
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
栄
養
食
事
指
導
が
で
き
、
ま
た

診
療
報
酬
が
算
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
会
は
地
域
の
患
者

に
寄
り
添
う“
か
か
り
つ
け
管
理
栄
養

士
”の
存
在
意
義
の
啓
発
に
尽
力
し
て

い
る
。
こ
の
地
道
な
活
動
が
奏
功
し
、

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
有
す
仲
間
た
ち
が

徐
々
に
増
え
て
い
る
。

管
理
栄
養
士
の
存
在
意
義
を

事
例
を
交
え
て
紹
介

同
会
は
、
情
報
発
信
・
交
換
を
目
的

と
し
た「
第
５
回
管
理
栄
養
士
と
開
業

医
が
コ
ラ
ボ
す
る
会
」
を
８
月
３
日

（
土
）に
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、約
80
人
が
参
加
。

会
場
の
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
は
管
理

管
理
栄
養
士
が
も
た
ら
す

診
療
所
経
営
へ
の
メ
リ
ッ
ト

近
年
、
地
域
の
在
宅
療
養
患
者
の
栄

養
管
理
や
生
活
習
慣
病
患
者
の
栄
養
食

事
指
導
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
、

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
健
康
栄
養
学
部
健

康
栄
養
学
科
教
授
の
井
尻
吉
信
氏
と
、

医
療
法
人
松
若
医
院
院
長
の
松
若
良
介

氏
の
両
者
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
２
０

１
９
年
に「
管
理
栄
養
士
と
開
業
医
が

コ
ラ
ボ
す
る
会
」を
発
足
。
以
来
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
管
理
栄
養

士
と
開
業
医
が
協
働
す
る
こ
と
の
有
意

性
を
発
信
し
続
け
て
き
た
。

同
会
が
発
足
し
た
翌
年
で
あ
る
令
和

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は「
外
来
栄

養
食
事
指
導
料
１
」「
外
来
栄
養
食
事
指

導
料
２
」が
新
設
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ど
の
情
報
通
信
機
器
等
を
用
い
た
栄

【
主
催
】 

管
理
栄
養
士
と
開
業
医
が
コ
ラ
ボ
す
る
会

Event report
診
療
所
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
の
有
意
性
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証

８
月
３
日（
土
）、「
第
５
回
管
理
栄
養
士
と
開
業
医
が
コ
ラ
ボ
す
る
会
」が
、

会
場（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
）＆
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、約
80
人
が
参
加
。

医
師
や
管
理
栄
養
士
、看
護
師
、理
学
療
法
士
ら
多
職
種
が
参
加
し
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

「
管
理
栄
養
士
と
開
業
医
が

コ
ラ
ボ
す
る
会
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

同会は会場とオンラインのハイブリッド開催で情報が発信された

会場参加者からも活発な意見が寄せられた
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栄
養
士
や
医
師（
内
科
・
整
形
外
科
）を

は
じ
め
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
理
学

療
法
士
ら
約
60
人
が
集
結
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
発
起
人
で
代
表
世

話
人
の
松
若
氏
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で「
当
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
診
療
所

に
管
理
栄
養
士
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
き
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

特
別
講
演
で
は
、
医
療
法
人
葛
西
医

院
院
長
の
小
林
正
宜
氏
が
登
壇
。「
外

来
か
ら
在
宅
緩
和
ケ
ア
ま
で
管
理
栄
養

士
が
活
躍
す
る
未
来
へ
の
提
案
〜
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ａ
２
隊
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
地
域

医
療
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〜
」

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
に
、
地
域

社
会
に
お
け
る
医
療
課
題
の
解
決
を
目

的
に
京
都
で
発
足
し
て
以
来
、
全
国
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
医
療
・
介
護
チ
ー
ム

「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
」の
大
阪
隊
長
を
務
め

る
立
場
か
ら
、
地
域
活
動
を
通
じ
て
見

え
て
き
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
察
。
さ
ら
に
在
宅
医
療
に

お
け
る
課
題
で
あ
る
、
多
職
種
連
携
に

よ
る「
食
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

も
触
れ
、「
当
院
で
も
管
理
栄
養
士
を

雇
用
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
確
認
し
た

い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
一
般
講
演
で
は
、
く
れ
よ
ん

薬
局
の
管
理
栄
養
士
で
あ
る
根
来
光
哉

氏
が「
か
か
り
つ
け
管
理
栄
養
士
が
繋

ぐ“
診
薬
連
携
”〜
薬
局
管
理
栄
養
士
の

可
能
性
〜
」を
講
演
し
た
。

従
来
の
診
薬
連
携
は
、
医
療
機
関
か

ら
の
情
報
が
薬
局
に
留
ま
る“
一
方
通

行
”だ
っ
た
が
、
薬
局
か
ら
医
療
機
関

へ
栄
養
食
事
指
導
の
内
容
な
ど
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
体
制
を
整
え
た
こ
と

で
指
導
件
数
が
増
え
、
ニ
ー
ズ
の
拡
大

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
報
告
。「
か
か

り
つ
け
管
理
栄
養
士
の
実
現
や
、
薬
局

の
付
加
価
値
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
」と
説
明
し
た
。

情
報
提
供
で
は
、
同
学「
井
尻
ゼ
ミ
」

の
学
生
た
ち
が
地
域
の
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
予
防
を
目
的
に
制
作
し
た「
80
Ｇ

Ｏ（
ハ
チ
マ
ル
ゴ
ー
）か
る
た
を
紹
介
。

ま
た
、
井
尻
氏
と
医
療
法
人
蒼
泉
会
上

仁
上
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
上
田
量

也
氏
が
座
長
を
務
め
た
フ
リ
ー
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
診
療
所
に
お
け
る

管
理
栄
養
士
の
雇
用
形
態
や
業
務
内
容

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。
診
療
所
と
管
理
栄
養
士
が

連
携
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
共
有
さ
れ
、
新
た
な
協
働
へ
の
展
望

が
広
が
っ
た
。

同会は会場とオンラインのハイブリッド開催で情報が発信された会場参加者らによる記念撮影。会場には多職種が足を運んだ

フリーディスカッションでは、井尻氏と上田氏（左）の両氏が座
長を務めた

司会進行を務めた発起人の井尻吉信氏

特別講演で講師を務めた小林正宜氏

一般講演を行った根来光哉氏
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